
    

    

    

    

    

今回は病院の検査の中でもみなさんが比較的接する事のあるレントゲン検査などを担当

する放射線技師のお話です。 

診療放射線技師の業務はレントゲン検査、胃や腸の造影検査（バリウム検査）などを始

め CT、MR、アイソトープ、マンモグラフィー、骨密度測定など多岐に渡っており、それ

ぞれに対応する安全安心な医療を提供するための様々な取り組みを行っています。 

では一体、どのような医療安全を行っているのかお伝えして行きましょう。 

    

    

    

検査毎に事故防止マニュアルを作成し、検査現場で実行しています。 

医療現場における事故防止の「事故」とは、撮影機器の故障や患者様が転んで怪我を

してしまったこと、または患者様の取り違いまで幅広い意味があります。その中で放

射線科として取り組んでいる事例を三つ挙げてみました。 

 

★ 血管造影検査でのタイムアウト血管造影検査でのタイムアウト血管造影検査でのタイムアウト血管造影検査でのタイムアウト    

血管造影検査など体への影響の大きな検査を行なう時には、検査開始前に全ての作業

の手を止めて、医師、看護師、診療放射線技師が集まり確認を行ないます。患者様の

名前・生年月日・検査対象部位・病歴などを全員で確認し、患者様のリスクを確認し

あい、また取り違えや撮影部位間違いを防止する確認作業を行なっています。 

このように全員で手を止めて確認することを「タイムアウト」と言います。 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

＊ 検査前のタイムアウトの様子 ＊ 
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１ 診療放射線技師による医療安全 

 ２ 事故防止マニュアルの実行 



★ CTCTCTCT 検査での造影剤副作用時における緊急時対応訓練検査での造影剤副作用時における緊急時対応訓練検査での造影剤副作用時における緊急時対応訓練検査での造影剤副作用時における緊急時対応訓練    

CT 検査で使用されるヨード造影剤は基本的に安全な薬剤ですが、一定の頻度で副作用

を生じることがあります。軽い副作用（発生頻度は約 1％程）の吐き気や嘔吐、くし

ゃみ、咳、発赤，発疹は基本的に治療の必要としませんが、重い副作用（発生頻度は

約 0.01％）では血圧低下、呼吸困難、意識障害を起こすため、常に迅速な対処ができ

る体制が必要です。そのために CT 業務に携わる医師、看護師、診療放射線技師が連携

を取り造影剤副作用時における緊急時対応訓練を定期的に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ MRIMRIMRIMRI 検査における注意事項の確認検査における注意事項の確認検査における注意事項の確認検査における注意事項の確認    

MRI 検査は強力な磁力が働きます。そのため金属を身に着けて検査をすることができ

ません。特に体内に治療のため埋め込まれている金属については目に見えないため 

注意が必要です。安全に MRI 検査を行うために沢山の確認項目があります。検査前に

以下の項目の確認を行なっています。 

 

「ペースメーカを使用していないか」「ペースメーカを使用していないか」「ペースメーカを使用していないか」「ペースメーカを使用していないか」    

（磁場で動作が不安定になり不整脈出現の可能性 

や死亡事例の報告もあります） 

 

「コンタクトレンズを装着していないか」「コンタクトレンズを装着していないか」「コンタクトレンズを装着していないか」「コンタクトレンズを装着していないか」    

（成分に含まれる酸化鉄でやけどの恐れがあります） 

 

「手術をした事があるか」「手術をした事があるか」「手術をした事があるか」「手術をした事があるか」    

（材質によっては熱を発生する恐れがあります） 

    

「金属類を身に着けていないか」、「金属類を身に着けていないか」、「金属類を身に着けていないか」、「金属類を身に着けていないか」、    

（金属が吸着し装置が使用不能となる恐れがある） 

 

「カードを身に着けていないか」、「カードを身に着けていないか」、「カードを身に着けていないか」、「カードを身に着けていないか」、    

（（（（磁気が消去され事があります） 

 

＊ 心肺蘇生訓練人形を用いた緊急時対応訓練の様子 ＊ 

 

 

 

 

 

 



「シップを貼っていないか」、「シップを貼っていないか」、「シップを貼っていないか」、「シップを貼っていないか」、    

（熱が発生しやけどの可能性あります） 

 

「刺青（いれずみ）はないか」「刺青（いれずみ）はないか」「刺青（いれずみ）はないか」「刺青（いれずみ）はないか」    

（熱が発生し火傷したり色が変化することがある） 

 

「妊娠あるいはその疑い」「妊娠あるいはその疑い」「妊娠あるいはその疑い」「妊娠あるいはその疑い」    

（妊娠 12 週までは検査できません） 

 

「閉所恐怖症の有無」「閉所恐怖症の有無」「閉所恐怖症の有無」「閉所恐怖症の有無」    

（動いてしまうと十分な撮影ができなくなります） 

 

検査を受ける患者様の状態をしっかり把握する事が 

重要なので何度も確認させて頂くことがあります。ご協力をよろしくお願い致します。 

 

 

    

 

 

X 線写真撮影の被曝についてよく受ける質問についての回答です。

今後とも受診される皆様に安心して検査を受けて頂けるよう 

これからも努力して参ります。 

 

Q.Q.Q.Q.    毎日胸の毎日胸の毎日胸の毎日胸の XXXX 線写真を撮影し線写真を撮影し線写真を撮影し線写真を撮影してててて大丈夫？大丈夫？大丈夫？大丈夫？    

A. 一回の撮影で用いる線量はごくわずかなので大丈夫です。胸部 X 線写真撮影の一回

の被曝は、我々が 1 年間に浴びる自然放射線の 1/40 から 1/50 程度です。その程度

の被曝のリスクより、毎日の検査で得られる情報の利益のほうが上回ります。 

 

Q. Q. Q. Q. 頚椎頚椎頚椎頚椎 6666 方向、腰椎方向、腰椎方向、腰椎方向、腰椎 6666 方向、両手方向、両手方向、両手方向、両手 2222 方向と合計方向と合計方向と合計方向と合計 14141414 回撮影されました。被曝回撮影されました。被曝回撮影されました。被曝回撮影されました。被曝が心配が心配が心配が心配です。です。です。です。    

A. 撮影回数は多いほうですが、一回の撮影で用いる線量はごくわずかなので安心して

検査を受けてください。また少しでも被曝を抑えるため、X 線が当たる範囲をでき

るだけ狭くしています。 

 

Q. XQ. XQ. XQ. X 線写真撮影線写真撮影線写真撮影線写真撮影の被曝のの被曝のの被曝のの被曝の影響は影響は影響は影響は身体に出ませんか？身体に出ませんか？身体に出ませんか？身体に出ませんか？    

A. 影響には 2 種類あって、ある一定以上の X 線量が当たらないと

出現しない障害と、X 線の量によって発生率が変わる障害があ

ります。検査で使用する X 線量は少ないため、一定以上の X 線

量が当たらないと出現しない障害は起こりませんし、X 線の量によって発生率が変

わる障害は X 線量が低すぎて人では報告されていません。 

 

 

 ３ X線写真撮影の被爆に関するQ&A 

 


